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あらまし：大学生の学習者を対象に，システム開発課題に対する分析観点を意識させることで要求分析能

力を向上させるための学習設計を行った．機能定義の不足や要求の曖昧性に起因するシステム開発時や稼

働後の問題を学習者に予測させ，分析観点として機能欠陥，操作性，利用者の 3つを習得・意識させるこ

とで要求分析を促し，問題予測の増加を促す．また，学習者に与えた利用者観点を顧客と従業員に分解さ

せることで従業員に注目させ，発注企業の業務知識に関する観点を学習者が自ら獲得することをねらう．	
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1. はじめに
システム開発における要件定義工程では，要求の

抜け漏れ・要求の曖昧性・開発中の要求変化などに

よって発生する開発の手戻りが問題視されている．

要件定義の体系である要求工学(1)のうち，要求分析

を支援する様々な先行研究があり(2)(3)．主にシステム

を用いた自動的な支援(2)や，分析観点を用いる視点

指向アプローチ(3)が挙げられる．しかしこれらは実

務支援を主目的としており，要求分析への学習効果

を調べた研究は少ない．一方で一般の問題解決や教

育においては，分析観点を用いることが「解くべき

問題の絞り込み」や「学習での理解促進」に有効で

あることが知られている(4)(5)． 
そこで本研究では大学生の学習者を対象に，分析

観点を意識させることで要求分析能力の向上をねら

う学習設計を行った．要求分析能力を「対象システ

ム機能の整理・把握」と「システムに関する問題予

測」と定め，機能定義の不足や要求の曖昧性をシス

テムに関する問題として学習者に予測させる．ここ

で観点として機能欠陥・操作性・利用者の 3つを学
習者に意識させることで問題予測を促す．また，利

用者観点を顧客と従業員に分解させることで発注企

業の従業員に注目させ，学習者が従業員の立場から

業務知識に関する観点を自ら獲得できるよう促す．

2. 学習者に意識させる分析観点

2.1 分析観点の効果と概念習得
本研究で扱う 2つの開発課題から，表 1のように

分析観点を定めた．ソフトウェア品質特性の国際規

格 SQuaRE(6)を参考に，「システムの詳細設計やコー

ディングに関わらず，要求分析の段階でシステムに

関する問題を予測できる」ための観点として抽出し

た．例えば観点「機能欠陥」の要素として「機能の

不足」があり，その概要は「要求を満たすための機

能やデータに不足があるか」とした．

表 1 本研究で扱った分析観点 
名称	 機能欠陥	 操作性	 利用者	 業務知識	

要素	

機能の不足	 把握困難	 顧客	 業務フロー	

システム

不成立

非効率な	

操作	
従業員	

学習者に意識させる観点は，表 1 のうち機能欠
陥・操作性・利用者の 3つである．学習者が観点を
意識することで，課題の情報や学習者の既有知識か

ら結びつけるべき情報を絞り込み，システムに関す

る問題を予測しやすくなることが期待できる．例え

ば居酒屋の注文システムにおいて，機能欠陥の観点

を意識することで「宴会コースなのに定額の会計金

額を表示する機能がない」などの問題を予測できる． 
学習者に分析観点の概念を習得させるため，学習

者に「観点から問題予測する例」や「予測した問題

群を観点化する例」を解説したのち，学習者自身が

分析した開発課題を再分析させる．再分析では学習

者が予測した問題に対して，どの観点から予測でき

そうかを結びつけさせる．これによって観点と問題

予測の関係を納得させ，観点の理解と意識を促す効

果が期待できる．

2.2 学習者による新たな分析観点の獲得 
本研究では図 1のように，業務知識と問題予測の
関係を学習者自身に気づかせ，業務知識に関する観

点を学習者が自ら獲得することもねらう．学習者に

利用者の観点を意識させ，それを顧客と従業員の要

素に分解させることで学習者に馴染みの浅い従業員

に注目させ，自身の問題予測や開発課題から共通点

を結びつけて「業務知識に注目することで問題を予
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測できる」という観点を自ら獲得できるように促す． 

3. 学習設計 
本研究では図 2のように学習者を 2群分けし，シ

ステム開発課題を 2度与えた．実験群の学習者には，
課題 1実施後に分析観点の解説を行い，実施済みの
課題 1を再分析させた． 
課題 1の題材はコンビニエンスストア従業員の月

給計算システム，課題 2の題材は居酒屋の商品注文
システムとした．2 つの課題では「対象システムに
関する要求の整理と機能の把握」，「システムの開発

時や稼働後に関する問題予測」を行わせた．課題に

は表 2 のようにラストオーダーやランチメニュー
などの業務知識が埋め込まれており，学習者はこれ

らの業務知識と結びつけて，「ラストオーダー時間を

過ぎてもシステムが注文を受けてしまう」などの問

題を予測することが期待できる． 

 
図 1 新たな観点を獲得する流れ 

 
図 2 実験の流れ 

表 2 課題文の抜粋（居酒屋の注文システム） 
居酒屋の B店は，11:00から 13:30まではランチメニュ
ーも提供している．合計 150品ものメニューが～ 
しかし繁忙時には注文の受付が遅くなり，聞き取りミ

スをする問題があった．ラストオーダー直前の注文を聞
き切れないこともある．宴会コースにもラストオーダー
時間があり～ 
注文時間ロスと聞き取りミスを改善するため，顧客の注

文受付システム導入を決めた．各テーブルにはベルの代

わりにタッチ式端末を取り付け，キッチンとレジにも従

業員用として同様の端末を設置する． 
 

4. 実験結果 
情報系学科の大学 3・4年生 21名を対象に実験を

行った．実験群の学習者 11名は与えられた分析観点
を主観的に概ね意識し，問題予測の増加傾向が見ら

れた．特に，課題 2（居酒屋の注文システム）に関
する業務未経験者 7名については表 3のように，観
点を意識することで問題予測が増加することを確認

した．学習者について群分け・業務経験・課題の 3
要因で分散分析を行った結果，3 要因の交互作用が
表れ，実験群の業務未経験者において課題要因の単

純主効果が有意（F(1，17)＝7.44，p＜.05）だった． 

表 3 学習者の 3要因における問題予測数 

 業務経験 
課題 1 課題 2 課題の 

主効果 平均（SD） 平均（SD） 

実験群 
11名 

あり 4名 11.5（5.0） 10.0（4.6） n.s. 
なし 7名 6.9（4.5） 11.0（4.8） p＜.05 

統制群 
10名 

あり 4名 5.5（1.8） 8.5（3.6） n.s. 
なし 6名 8.0（3.6） 7.0（3.8） n.s. 

分析観点を意識した学習者は，新たに獲得した観

点としてセキュリティ・開発者などを回答した．し

かし，本研究でねらった「発注企業の業務知識に関

する観点」を回答した学習者はいなかった．学習者

は与えられた利用者観点の要素を顧客と従業員に分

解しなかったため，発注企業側の観点を明示的に意

識できなかったと考えられる． 

5. まとめ 
システム要求分析において大学生の学習者に着目

し，分析観点を意識させることで要求分析能力の向

上をねらう学習設計を行った．実験の結果，課題に

関する業務未経験者には観点（機能欠陥，操作性，

利用者）を意識することでシステムに関する問題予

測が増加した．また，学習者は新たな観点としてセ

キュリティや開発者などを回答したが，本研究が意

図した「業務知識に関する観点」を回答した学習者

はいなかった．今後の課題として，学習者が課題分

析において課題に埋め込まれた業務知識に注目する

ための要因を調査することが挙げられる． 
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